
http: / /realopn. jp

2019 March

Vol. 10 No. 3

講演要旨

巻頭言

寄稿

全社一丸 イノベーションによる企業価値向上 ［水谷 浩二・米崎 道明］ 2
～クレスコ飛躍への道～

わが国におけるESG投資の現状と展望 ［小方 信幸］ 8

パネルディスカッション
サスティナブル時代の企業経営と社会課題解決型ビジネス 19
 ［芝川 正・小方 信幸・河本 光明・小林 孝明］

リアルオプション分析におけるソフトウエアの活用 ［今井 潤一］ 27
～R, PythonからIBM Watsonまで～

JAROS 2018 研究発表大会ルポ ［伊藤 晴祥］ 32

シナジー効果とリスク分散を考慮したリアルオプション手法による 35

合併・買収の評価モデルについて ［佐藤 公俊・澤木 勝茂・八木 恭子］

マネジメントの意思決定とリアルオプション思考 ［中岡 英隆］ 1

学会ニュース

一定消費を保障する資産配分戦略の検証 ［鶴谷 俊行］ 42

ランダム環境の下でのプロジェクトの価値評価法 ［宮原 孝夫］ 58

公開
研究会

2018

大会
JAROS
2018



第10巻 第3号
目　次

巻頭言

マネジメントの意思決定とリアルオプション思考………………………………………………………………中岡 英隆 1

　

公開研究会　講演要旨

全社一丸 イノベーションによる企業価値向上 ……………………………………… 水谷 浩二・米崎 道明 2
～クレスコ飛躍への道～

　

JAROS 2018 研究発表大会　講演要旨
〈基調講演：セミナー「サスティナブル時代に向けた資本主義経済の新展開」より〉

わが国におけるESG投資の現状と展望………………………………………………………………………… 小方 信幸 8

〈パネル討論：セミナー「サスティナブル時代に向けた資本主義経済の新展開」より〉
パネルディスカッション
サスティナブル時代の企業経営と社会課題解決型ビジネス
　 ………………………………………………………………………………………  芝川 正・小方 信幸・河本 光明・小林 孝明 19

〈チュートリアルセッション〉

リアルオプション分析におけるソフトウエアの活用 ……………………………………………………… 今井 潤一 27
～R, PythonからIBM Watsonまで～

〈大会ルポ〉

JAROS 2018 研究発表大会ルポ…………………………………………………………………………………… 伊藤 晴祥 32

〈基調講演：セミナー「サスティナブル時代に向けた資本主義経済の新展開」より〉

シナジー効果とリスク分散を考慮したリアルオプション手法による
合併・買収の評価モデルについて ……………………………………… 佐藤 公俊・澤木 勝茂・八木 恭子 35

　

寄稿

一定消費を保障する資産配分戦略の検証………………………………………………………………… 鶴谷 俊行 42

〈研究メモ〉

ランダム環境の下でのプロジェクトの価値評価法 ……………………………………………………… 宮原 孝夫 58

〈学会ニュース〉

編集後記………………………………………………………………………………………………………………………………………………  68
日本リアルオプション学会法人会員リスト ………………………………………………………………………………………………  68



	日本リアルオプション学会	機関誌	 リアルオプションと戦略	 第 10 巻	 第 3 号

1



69 
 

学会だより 
機関紙への原稿募集 
 日本リアルオプション学会の機関誌「リアルオプションと戦略」は、学会員のための情報誌、コ
ミュニケーションの場として、そして、社会へ向けての価値ある情報発信のメディアたることを目
指します。掲載記事の種類を多様化して、紹介、解説、書評、研究メモ、論説、所用、研究サーベ
イ、査読論文のカテゴリーでの投稿を公募いたします（2015 年度からは、年 4 回刊行の季刊）。 
 査読付き論文（short paper）は査読付きであることを機関誌目次と掲載ページの最初に明記しま
す。査読は、実務上の有用性、提供情報の意義と充実度、論文理解容易度など、論文誌とは、別の
視点からの査読がなされます。査読は、1 か月以内に完了します。査読を希望する論文は、その希
望を明示してください。御投稿は、案内ページ http://www.realopn.jp/prep_page8.htm からお願い
いたします。記事の分量は、規定のフォーマット 10 ページ以内を目安にお願いいたします。 
 本誌の各号は会員限定の刊行後、3 か月を経過してからインターネット上の電子ジャーナルプラ
ットフォーム「J-STAGE」に登載します。これにより本誌掲載の記事は、Google Scholar などから
も検索可能となり、社会に向けて広く情報発信されます。なお、各記事には DOI（Digital Object 
Identifier）が登録され、国内外から恒久的にアクセスが保証される公開記事となります。 

 
編集後記 
 第 10 巻第 3 号は 2018 年 12 月に行われた学会の研究発表大会特集号となります。最近の Hot 
Topics である ESG に関する報告やパネル討論、リアルオプション分析ソフトに関するチュートリ
アルセンション講演内容などを掲載しました。またオプション理論とその応用に関する 3 つの寄稿
論文をも掲載することができました。 

伊藤 晴祥、森平爽一郎 
日本リアルオプション学会法人会員リスト 
 日本リアルオプション学会は以下の法人の方からのサポートを受けています。 
 

株式会社 シーエスデー 
株式会社 アーク情報システム 
株式会社 構造計画研究所 

同志社大学大学院ビジネス研究科 
株式会社 サンセイランディック 
日本管理センター 株式会社 
株式会社 翻訳センター 

ダイドーグループホールディングス 株式会社 
株式会社 大和コンピューター 

株式会社 メディカルシステムネットワーク 
ベステラ 株式会社 
日東精工 株式会社 
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